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T-1220はABPCか らの誘導体で,富 山化学が新 し

く開発した薬剤である。

本剤の特徴はグラム陽性および陰性菌に有効でとくに

Ps. aeruginosa, Kleb. pneumoniaeお よびProteusに す ぐれ

た抗菌力を有するとされている1)。

構造式はFig.1の ごとくである。 このような特徴を

有するT-1220に ついて,国 立霞ケ浦病院感染症研究班

では,呼 吸器感染症,尿 路感染症,胆 道感染症などにつ

いて臨床的検討を行なったので,以 下その成績について

報告する。

1.対 象ならびに方法

対象は国立霞ケ浦病院内科,泌 尿器科,外 科に入院し

た患者で,そ の内訳は,内 科28例,泌 尿器科2例,外 科

3例,計33例 である。

性別では女性21例,男 性12例 で,年 齢は22歳 か ら

79歳 におよんでいる。

投与方法は,筋 注および静注で行ない,筋 注では0.5

%塩 酸 リドカイン溶液で溶解し,静 注の場合には20%

ブ ドウ糖20mlに 溶解し使用した。

投与量は1日2.0～8.0gで あ り,投 与日掌は4～32

日におよんでいる。総投与量は15～96gで あった。

原因菌について,呼 吸器感染症では純培養で証明出来

た ものを一応原因菌 とした。尿路感染症では1 ml中10

万個以上証明したものとし,胆 道感染症ではA, B, C

胆汁 ともに同一の菌が証明された もの とした。

効果判定には臨床症状と検査成績の改善を指 標 とし

た。

H.成 績

症例はTable1に 示 したとおりであ り,呼 吸器感染

症は12例 である。

急性気管支炎の1例 は1日3.0gの 筋 注で,自 他覚症

状 も改善し,7日 間の投与で治癒した。

症例2～12ま では細菌性肺炎であり,こ れらはマイコ

プラズマ肺炎でないことを血清学的に裏付けた症例であ

る。

肺炎における原因菌の決定は困難であるが症例2, 7,

8, 9, 10, 11は 喀痰か ら純培養に菌が証明されており,

症 例2で はT-1220使 用後E. coliは 消失し,症 例11で

はKlebsiellaがT-1220を 使用 して も全 く消失せず,そ

の後DKB 150mg使 用で初めてKlebsiellaの 消失をみ

ていることから,一 応原因菌 と考 えられた。症例7～10

では緑膿菌による肺炎であった。

症例2～6ま ではT-1220 1日3.0～4.0gで 有効で

あった。症例7～10で はT-1220を1回3g静 注 で1

日2回 使用し, 7～9ま では自他覚症状の改善を認め有

効と判定した。症例10で は自他覚症状の改善をみたが,

緑膿菌の消失をみなかったのでやや有効と判定した。し

かし症例7～10ま での症例は,大 部分が基礎疾患を有し

てお り4例 中3例 に有効であったことは注目される。症

例11,12は1日6gを7～10日 間使用 したが効果が得 ら

れず,そ の後1日8gま で増量したが,効 果が得 られな

Fig. 1 Chemical structure of T-1220
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いため,他 剤に変更 した症例であった。

尿路感染症は症例13～29ま でであり,と くに症例13

～22ま では急性で, 23～29ま では慢性である。しか も

これらの尿路感染症は3例 を除きすべて基礎疾患を有 し

ており,単 なる単純性とはいえず,複 雑性との中間型 と

で もいうべき症例が大部分である。

急性尿路感染症の中で,症 例の13, 14は1日2.0gの

筋注で効果を認めてお り,こ れ らは基礎疾患を有 してい

ず,単 純性尿路感染症である。

症例15～22ま では,1例 を除 き基礎疾患を有 してお

り,と くに症例19は 慢性腎不全の例であったが,1日

6.0gの 多量を使用したにもかかわらず,と くに副作用

は認められなかった。

症例21,22は 無効例である。症例21はSLEの ため

にPSL 20mg/日 使用中であったが,経 過中に発熱を生

じ,尿 か らE. coliを認 めた。本菌はT-1220に 対 し感

受性であったが,菌 の消失はみ られなかった。症 例22

はRAで 入院中に発熱し,尿 からPseudomonasを 証明し

た例で本例は副スの離脱が困難な例でやはりPSL 5mg/

日使用中であった。

症例23～29ま では慢性尿路感染症で,基 礎疾患は全例

に認められた。症例23～27ま ではT-1220を1日3.0～

6.0g使 用 し,有 効例であった。症例28で は,初 め1日

3.0g使 用 し,尿 中菌の消失をみないため6gま で増量

したが,菌 の消失が得 られず,さ らにこの患者は,血 管

が細 く静注が困難であったので,他 剤に変更した例であ

る。症例29はSLEでPSL 15mg/日 を使用していた例

で, T-1220を1日6.0g使 用 したが菌の消失をみなか

った。

症例30～32ま で は胆道感染症である。症例30は 胆石

に併発 した胆嚢炎であったが,T-12201日6.Og使 用

で下熱 し,胆 汁か らもEcoli,KZebsiellaの 消失をみた例

である。症例31も1日6.0g使 用で有効であった。症

例32は 原因菌不明であったが,黄 疸,発 熱,心 窩部痛

で入院し,GOT,GPT,Al-Pの 上昇を認め,胆 嚢炎の

診断でCBPC 3.0gを 投与していたが下熱せず, T-1220

6.0g/日 投与で下熱 し,自 他覚症状の改善をみた症例で

ある。

症例33は 化膿性腹膜炎で, 4.0gを20日 間使用し有

効であった症例である。

Table2はT-1220の 疾 患別効果をみたものであ り,

急性気管支炎は1/1,細 菌性肺炎は8/11,急 性膀胱炎

1/1,急 性 腎孟腎炎7/9,慢 性腎孟腎炎5/7,胆 嚢 炎3/3.

化膿性腹膜炎1/1に 有効であった。結局33例 中26例 に

Table 2 Clinical effects of T-1220

Table 3 Clinical effects of T-1220 classified by causative organisms
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Fig. 2 Case 2. H. S. •‰ 29 y. 

Pneumonia

Fig. 3 Case 20. Y. T. •‰ 76 37- 

Acute pyelonephritis

Fig. 4 Case 27. N. S. •Š 62 y. 

Chronic pyelonephritis
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Fig. 5 Case 30. S. T. •‰ 65 y. 

Cholecystitis

Fig. 6 Laboratory tests before 
and after administration 
of T-1220 (1)

Fig. 7 Laboratory tests before 
and after administration 
of T-1220 (2)
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有効 であり,有 効率は78.8%で あった。

Table 3はT-1220の 原 因菌別効果をみたもので あ

る。E. coliは11/14, Enterobacter 2/2, Citrobacter 2/2,

Pseudomonas 4/6, Klebsiella 1/2, Proteus vulgaris 1/1に

有 効であった。 これ ら27例 に対するT-1220の 感受性

は全例に施行していないが, Klebsiellaの1例 は耐性菌で

あった。

次に各症例を提示する。

症例2 H. S. 29歳 男 細菌性肺炎(Fig. 2)

患者 は脳性小児マヒで寝たきりであったが,入 院5日

前から咳嗽,喀 痰,発 熱を生じ,次 第に呼吸困難が加わ

ってきたため当院内科を受診し,胸 部 レ線で細菌性肺炎

と診断され入院す。入院時右下肺野にラ音を聴診し.喀

痰からはE. coliが純培養で証明された。T-1220を1日

3.Og筋 注 で使用したところ,Fig.2の ごとく3日 目で

ほとんど下熱 し,呼 吸困難は消失し,咳 嗽,喀 痰 も次第

に減少した。血沈 も初め98/1hr.で あ ったが次第に改善

し,胸 部レ線 も32日 目には全 く正常になった症 例で あ

る。

症例20 Y. T. 76歳 男 急性腎盂腎炎(Fig. 3)

脳血栓症で入院した患者であるが,入 院時38℃ の 発

熱があり,尿 中からPseudomonasを 証明 した。尿 蛋 白

(+)で 血沈48/1hr.で あった。T-1220 1日3.0g筋

注で使用したところ,翌 日にはPseudomonasは 培養され

な くな り,4日 目には下熱した。本剤はバ レーン,カ テ

ーテルは使用しておらず,本 菌はT-1220感 受性であっ

た。

症例27 N.S. 62歳 女 慢性腎孟腎炎(Fig. 4)

糖尿病の患者で腰痛および微熱が続いていたので,尿

培養をしたところCitrobacterが 証明され入院 した。T-

12201日3.Og使 用で3日 目には尿から菌の消失をみた

例である。7日 間使用し中止したが,そ の後 も再発をみ

てい・ない・。

症例30S.T.65歳 男 胆嚢炎(Fig. 5)

胆嚢 炎で入院した患者であるが,入 院時38℃ の 発熱

を認め,胆 汁か らE. coliまとKlebsiellaが 証明された。黄

疸はなかったが,Al-Pは15.4と 上 昇していた。T-1220

を1日6。Og使 用 したところ,3日 目には下熱し自覚症

状 も改善した。また9日 目にはAl-Pも 正常 となった。

その後の検査で,本 症には胆石が合併していることが判

明した。

副作用について,今 回は本剤を筋注と静注に使用した

が,静 注例で血管痛などの訴 えもな く,自 覚症状 も全く

異常を認めなかった。血管が出に くい例では静注の回数

が多くなるにつれて,血 管が使用し難 くなる例がみられ

た。なお静注例で本剤使用中13日 目に発熱を認 め た症

例が1例 みられたが,本 剤投与中止後すみやかに下熱し

た。

筋注例においては,軽 度の注射部位の疼痛を訴える患

者 も数名みられたが,と くに注目される副作用は認めら

れなかった。

末梢血液像はFig.6の ごとく,赤 血球,血 色素量お

よび白血球数について,T-1220使 用前後で検査をした。

1例 のみ赤血球数および血色素量が減少 した例がみられ

たが,こ の症例は卵巣嚢腫で手術 した患者であ り,そ の

後に化膿性腹膜炎を併発した例である。貧血は本剤の影

響ではなく,む しろ疾患自体 によるものと思われた。

肝機能についても同様に本剤投与前後においてGOT,

GPT,Al-Pに ついて検討を加えたが,Fig.7の ごとく

であり,GOTが 投与前に3例 上昇していたが,投 与後

に1例 は正常にもどっていた。2例 はGOTが52か ら

66(症 例26), 57か ら63(症 例23)に 上昇 した例であっ

た。しかし本例は投与前から軽度の上昇がみられる例で

あ り,本 剤によるものとは考えがたい。

GPTは 本剤投与前で2例 に上昇がみられたが, 2例

と もに本剤投与後は正常にもどっていた。

Al-Pは 本剤投与前5例 の上昇をみたが,本 剤投与後

はいずれ も正常にもどっていた。

その他検尿,血 清クレアチニン,尿 素窒素などについ

て も本剤投与前後において検査をしたが,い ずれ も異常

を示 した例はみ られなかった。

また,本 剤は溶解する時に微熱を発し,多 少溶解し難

いため,使 用する場合には前 もって準備してお く必要が

あった。

III. 考 按

T-1220は 富 山化学が新 しく開発した薬剤でその特徴

は副作用が少な く,緑 膿菌にも効果が認められることで

ある。

本剤を呼吸器感染症12例,尿 路感染症17例,胆 嚢炎

3例,化 膿性腹膜炎1例 に使用した。結果は前述のごと

く,急 性気管支炎および細菌性肺炎では有効率が高 く,

急性気管支炎は1日3g7日 間で有効であり,細 菌性肺

炎 も1日3.0～6.0gで 有効であった。しかもKlebsiella

による肺炎は本剤に対し耐性菌であったので,こ れを除

外すると肺炎は10例 中8例(80%)に 有効であったこと

にな り,か な りの有効率である。しかも緑膿菌性肺炎4

例 中3例 に有効であったことは,本 剤の特徴を裏付ける

ものであ り,と くに基礎疾患を合併した例での有効は注

目すべ きである。

尿路感染症 は17例 であるが,急 性膀胱炎 は1例 で,
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もちろん有効であった。

急性腎盂腎炎9例 中7例 は基礎疾患を有しており,単

純性と複雑性の中間型であった。このような例で9例 中

7例(77.8%)に 効果を認めたことは,本 剤の有用性を

示しているもの といえよう。

さらに慢性腎盂腎炎7例 でも全く同様であ り,7例 全

例に基礎疾患を有しており,単 純性 と複雑性の中間型で

あった。しか も慢性腎盂腎炎7例 中5例(71.4%)に 効

果を認めたことは,本 剤の有用性をさらに示しているも

のと思われた。

胆嚢炎は3例 であるが,3例 中1例 は胆石を有 してい

た例であ り,し か も原因菌がE. coliとKlebsiellaで あ

り,こ れらが消失したことは,胆 汁内分泌がすぐれてい

ることを示していると同時に,胆 嚢炎の治療に も効果が

期待される。

原因菌別効果では,本 剤に対する耐性検査をすべてに

施行していないので明 らかではないがE. coli 14例 中11

例(78.5%)で あ り, Enterobacter, Citrobacterでは少数で

あるが,全 例に有効であった。さらにPseudomonasで は

6例 中4例 に有効であ り, Proteus vulgarisは1例 であっ

たが有効であったことは,こ れらの菌に対 して も今後期

待されるものと思われた。

今回の本剤の投与法は筋注 と静注に限定して行なった

が,点 滴静注とほぼ同様な結果が得 られたことは,点 滴

静注が困難な症例において,筋 注ならびに静注で点滴静

、 注とほぼ同様な治療効果が期待されるもの と思われた。

静注例において薬剤投与中13日 目に アレルギーによ

ると思われる発熱が1例 にみられた。しかし本剤中止後

は,す みやかに下熱した。なお本剤をかなり早く静注し

て も血管痛などの副作用は認められなかった。筋注例で

注射部位の軽度疼痛を訴える患者 もみられたが,と くに

注目される副作用は認められなかった。

血液検査を本剤投与前後で行なったが,末 稍血液像,

肝機能, BUN, ク レアチニンなどで全 く異常を認めず,

検尿で も全 く異常は示 さなかった。

しかし本剤の皮内テス トが陽性で,本 剤が使用できな

かった例が4例 みられたことは注意すべ き所見と思われ

た。

以上のごとく本剤は副作用が極めて少なく,し か も緑

膿菌を含めた各種感染症に対して,か なりの効果を示し

たことは,今 後新しい抗生剤 として注目すべきものと思

われた。

ま と め

T-1220を 以下の感染症に使用し,次 の結果を得た。

急性気管支炎1例,細 菌性肺炎11例 中8例,急 性膀

胱炎1例,急 性腎盂腎炎9例 中7例,慢 性腎盂腎炎7例

中5例,胆 嚢炎3例,化 膿性腹膜炎1例 に有効で,計33

例中26例 に有効で有効率78.8%で あった。

原因菌別効果はE. coli 14例 中11例, Enterobacter 2

例,Citrobacter 2例, Pseudomonas 6例 中4例, Klebsiella

2例 中1例, Proteus vulgaris 1例 に有効で,計27例 中

21例 に有効で有効率は77.8%で あ った。

副作用はアレルギーによると思われる発熱が1例 みら

れた。その他,血 液検査,検 尿などで異常を示した例は

なかった。

文 献

1) 第23回 日本化学療法学会東日本支部総 会,新 薬

シンポジウム1, T-1220抄録 集, 1976



1000 CHEMOTHERAPY JULY 1977

CLINICAL STUDIES ON T-1220 
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T-1220 was tested to the following infectious diseases and the following result was 
obtained. 

It was effective to a case of acute bronchitis, to 8 out of 11 cases of bacterial pneu-
monia, to a case of acute cystitis, to 7 out of 9 cases of acute pyelonephritis, to 5 out of 
7 cases of chronic pyelonephritis, to 3 cases of cholecystitis and to a case of purulent 

peritonitis. It was effective to 26 out of 33 cases in total and the effective rate was 78.8%. 
Dividing from the group of the diseases depending on the strains of causative organisms, 

it was effective to 11 out of 14 cases of E. coli, to 2 cases of Enterobacter, to 2 cases 
of Citrobacter, to 4 out of 6 cases of Pseudomonas, to 1 out of 2 cases of Klebsiella and 
to a case of Proteus vulgaris. It was effective to 21 out of 27 cases in total and the 
effective rate was 77.8%. 

As side effect, drug fever caused by T-1220 administration was observed in only one 

patient and any other abnormality was not observed in hematological examination or urine 
examination.


